
外国語を用いて自分の考えや気持ちを互いに伝え合うことができる児童の育成 

～コミュニケーションを行う目的や場面・状況等に応じた言語活動の設定と工夫を通して～  

前橋市立元総社北小学校 奥村  敦 

Ⅰ 主題設定の理由   

  

小学校学習指導要領において、外国語科の目標は「コミュニケーションを図る基礎とな

る資質・能力を育成すること」とあり、そのためにコミュニケーションを行う目的や場面、

状況等に応じて、情報を整理しながら考えを形成し、再構築することが重要であると表記

されている。さらに、第２節「英語」においても、思考力、判断力、表現力を身に付ける

ための学習過程として、設定されたコミュニケーションの目的や場面、状況等を理解する

ことの重要性が述べられている。また、市の努力点の１つに、「児童の理解していることや

できることをどのように使わせたいかを明確にし、題材や活動を設定することで、主体的

に自分の考えや気持ちなどを伝え合えるようにする」とある。  

 本校児童は外国語授業にまじめに取り組むが、自ら思考・判断して自分の考えや気持ち

を主体的に表現している児童は少ない。例えば、全員で発音練習はするが１人で話すこと

が苦手な児童、決められた会話の再現のみをする児童、ゲームだけに意欲的な児童など、

考えや気持ちを表現しているとは言えない。また、教師側も発音練習やセンテンスの確認

やゲーム活動が中心で、児童の思考や判断を十分に働かせられていない活動をさせている

という課題をもつ。こうした児童および教師の課題を克服するためには、母国語ではない

英語を用いながらも、できるだけ自ら思考・判断し、自分の考えや気持ちを互いに伝え合

えるような授業改善・授業づくりが必要である。  

そこで、本研究では、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じた言語活動

を設定・工夫することで、思考・判断をしながら自分の考えや気持ちを互いに伝え合うこ

とができる児童を育成することができると考え、本主題を設定した。  

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

外国語を用いて自分の考えや気持ちを互いに伝え合うことができる児童を育成するため  

に、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じた言語活動を設定したり工夫し 

たりしたことの有効性を実践を通して明らかにする。  

 

Ⅲ 研究の見通し 

 

１ 児童が自ら考えながら、自分のことを話す言語活動を目的や場面、状況等に応じて設

定・工夫することにより、児童自身が思考したり判断したりし、自分の考えや気持ちを

英語で表現できるようになるであろう。 

２ 児童が自身の誕生日や好み、趣味、日課などに関係する語彙や表現を「My Profile カ 

ード」に記し蓄え活用させることで、そこから思考を広げたり、どのような語彙や表現 

を使うか判断したりし、自分の考えや気持ちを英語で表現する支えとなるであろう。 



Ⅳ 実践内容 

 

 本研究では、小学校第５学年（児童数 22 名）の外国語科において授業実践を行った。  

題材名は、「What time do you get up? 一日の生活」である。 

１ 見通し１【コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じた言語活動の設定】 

(1) 実践の概要 

本題材での学習事項である日課や頻度を表す表現（always,sometimes,never）を活用し

「マイドリームのために、やっていることを紹介し合おう」という目的の学習活動を設定

した。自分の夢やその実現に向けて行っていることを振り返り、紹介し合う場面を設定す

ることで、思考を伴うコミュニケーションを目指した。そのための具体的な手立てとして、

中心的活動である友達とのやり取りは相手を替えながら 3 回行った。1 回目は特に会話の

表現を示さずに、どう話せば伝えられるのかもどかしさを感じさせながら会話を行い、2

回目は教師がデモンストレーションを行った後、それを参考に会話に取り組んだ。なお、

教師のデモンストレーションの際にも、すぐに会話の流れを示さず、表現について児童に

問いかけや振り返りをしながら会話の流れを考えた。3 回目は最初に考えた日課とは違う

新たな日課を考えることで、変化を加えながら会話ができるようになった。 

 (2) 結果と考察 

 自分の日課の何が夢につながるのか、そして、その日課をどう英語で表現するのか思考

する様子が見られた。また、「理科(science)はどう言うのかな？」など既習事項を振り返る

発言や質問もあり、全員が何らかの日課を頻度と組み合わせてワークシートに書くことが

できていた（表１）。                     表１ 児童の記述例 

 My Dream やっていること 理由 

Doctor I sometimes study English. 患者さんが外国人かもしれないから 

Teacher I always read many books. 先生は、物知りだから  

 また、児童は最初、会話の表現を示さずにやり取りをするので、

困り感をもっていたが、それでも既習事項をもとに思考し、伝えよ

うしていた。そのもどかしさの経験が全体での共有化に生かされ、

2 回目のやり取りで話したいことを伝えられた喜びが自信となり、3

回目でさらに思考を重ね、新たな日課を加えて、やり取りを行って

いた（図 1）。言語活動の目的や場面、状況等の設定や工夫が児童の思考を促し、考えや気

持ちを伝え合う会話に近づいたと考える（表２）。           表２ 実際の会話 

 

 

 

 

 

 

 

 

A:What,you,dream?      １  

B:I am cheerleader.でいいかな。                                          

A:やっていること何？ 

B:I always practice dancing. 

A:そうなんだ！何で？ 

B:だって踊るのが好きだから。 

C:What is your dream?  ２  

B:My dream is a cheerleader.                                          

C:Great! 

B:I always practice dancing. 

C:Why? 

B:Because I like dancig. 

D:What is your dream?       ３  

B:My dream is a cheerleader.                                         

D:Wonderful! 

B:I sometimes run with my father. 

D:Why? 

B:Because 長く踊るには体力がいるから。 

リアクションや理由を聞く Why～

や Because～を使用している。 

新たな日課が加わり、それに伴 

い理由も変化している。 

自信がなく、日本語が混じる。 

知っている単語を連ねている。 

自信がなく、日本語が混ざる。 

 図１児童のやり取りの様子 

 



２ 見通し２【語彙や表現を積み重ねたワークシートの活用】     

(1) 実践の概要                             

見通し１を支える手立てとして、学習内容と関連

させながら自身に関係する単語や表現、例えば、誕

生日や好きな食べ物やスポーツや動物、趣味や得意

な教科などを記しワークシート「My Profile カード」

に蓄積しておいた。「My Profile カード」は、授業

の際に手元におき、いつでも参考にできるようにし

た。また、本時では、特に自分の日課がテーマにな

るので、「My Profile カードⅡ」に、学校または家でよくしていること、休日によくして

いることなどについて少しずつ英語で記し、準備をさせてきた（図２）。 

(2) 結果と考察 

少しずつ書き蓄えてきた「My Profile カード」を必要に応じ自由 

に確認できるようにすることで、児童は思考を広げたり、どの語彙 

や表現を使うか判断したりして、自分の考えや気持ちなどを話しや 

すくなっていった。また、授業中の言語活動に応じ、進んで「My 

Profile カード」を目にする児童や振り返りの中で「マイプロファイルカードを見て話した

いことが見付かった。」と記す児童がいた。本時においても、「My Profile カードⅡ」を見

ながら、夢の実現に向かって日頃からしていることに改めて気付いたり、会話のヒントに

したりするなどして、考えや気持ちを伝え合う会話の支えになっていたと考える（図３）。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

○「マイドリームのために、やっていることを紹介し合おう」という学習活動を設定した  

ことで、将来の夢と日頃していることをつなげて考え、自分のことをどのように伝える  

か悩み、思考する様子が見られた。また、自分たちで模索しながら会話をしたり、全体 

で思考しながら共有化したり、新しく日課を付け加えたりしながら会話をするなど、言 

語活動の目的や場面、状況等の設定や工夫を行うことで、思考・判断を伴いながら自分 

の考えや気持ちを話す本来のコミュニケーションに近づけることができた。 

○自分自身に関する語彙や表現を集めた「My Profile カード」を少しずつ作成し、授業の 

際にいつでも見られるようにしたことで、表現の幅が広がり、話題や英語表現を考える 

助けとなって、自分の考えや気持ちを話す会話がしやすくなった。また、語彙や表現を 

既習事項として蓄えて記すことで学習内容を振り返りやすくなり、知識の定着にもつな  

がった。 

２ 今後の課題 

○自分のことを伝えるとともに相手のことに興味をもち、共通の話題でコミュニケーショ 

ンをしながら関係を深めていくような会話をより児童主体で取り組めるよう検討したい。 

○「My Profile カード」については、毎回追記できるような形式にしたり、次年度も引 

き続き活用できるようにしたりするなど今後もその使用方法を検討していく必要がある。 

 

 図３ 児童の様子 

 図２ My ProfileカードⅠ･Ⅱ 
  



Ⅵ 授業案 

第５学年 単元名「What time do you get up?  一日の生活」（本時は８/８）                                 

本時のねらい 自分の夢とその実現のためにやっている日課を頻度と合わせて考え、友達

に尋ねたり答えたりすることができる。 

 主な学習活動 指導の工夫 子供の姿・反応例 

１ ウォームアップを行

い、本時のめあてをつ

かむ。 

・始まりのあいさつを行う。 

・ティーチャーズトークを

聞き、学習内容をつかむ。 

・本時のめあて（Today’s 

  Goal）をつかむ。 

 

・英語学習の雰囲気を作り、心

構えをもたせるために、英語

による挨拶を行う。 

・本時のねらいにつなげるた

め、本時と関わりのある教師

の話（子供の頃の夢やしてい

たこと、続けていたことな

ど）を英語で話す。 

・ティーチャーズトークを生か

し、児童の意欲を高めるよう

にしながら、本時のめあてを

引き出し、板書に明記する。 

T:Hello,everyone. 

S:Hello,Okumura sensei. 

T:How are you? 

S:I’m ～.   

T:Why? 

・教師の夢についての話を 

興味をもって聞いてい 

る。 

・本時の学習内容やめあて 

について大体理解してい 

る。 

２ 夢・日課について友達

と紹介し合う。 

・夢とその実現のためにや 

 っていることをワークシ 

 ートに書く。 

・友達と夢・やっているこ 

とを聞き合う。 

 

①隣の児童との活動 

 

 

 

 

・多様な考えや思いが出てくる

ように「今の自分の夢」や「い

つもやっていること」「たま

にやること」「やらないこと」

など自由に考えてよいこと

を伝える。 

・考えるヒントにできるよう

に、ティーチャーズトークを

思い起こさせ、教師の日課だ

ったことを話す。 

・夢や日課を考える際、より自

分の考えや気持ちを表せる

ようにするため、単語や表現

は「My profile カードⅠ」や

「My profile カードⅡ」を参

考にするように伝える。 

・児童に思考を促すために、最

初のペア学習では夢や日課

の尋ね方・答え方については

詳しく触れずに会話させる。 

 

・夢とその実現に向けて 

 やっていることを考え、

ワークシートに書く。 

・「My profile カードⅠ」 

や「My profile カード

Ⅱ」を見ながら日課を考

えている。 

・最初のペア活動では、ど 

う話せばよいか悩んだり 

日本語が混ざってしまっ 

たりする。 

S1:What,you,dream? 

S2:I am cheerleader かな 

S1:やっていること、何？ 

S2:I always practice 

   dancing. 

S1:そうなんだ。何で？ 

S2:だって踊るのが好きだ 

から。 

S1:そっか。 

 

 

 

マイドリームのために、

やっていることを紹介し

合おう。 

 

どう聞けばいいかな 



②全体で思考・共有 

  

  

③別児童との活動（新た 

に日課を付け加えて） 

  

・夢と日課を発表し、「ドリ 

ームボード」を作る。 

  

   

完成したドリームボード 

・ペア活動後、デモンストレー

ション（授業者と教師１名）

を行いながら、質問の仕方や

答え方を全体で考えさせる。

その際、既習表現や頻度を表

す表現についても問いかけ

ることで、確認をしながら全

体で共有化していく。 

・夢や日課を尋ねたり、答えた

りする言い方に慣れるため、

また多様な考えに触れるた

め、相手を替えて聞き合う活

動を行う。 

・相手を替えて会話するとき

は、別の日課を付け加えて会

話してもよいことを伝え、更

に思考を促すように働きか

ける。 

 

 

 

 

 

・教師が質問し、夢や日課を発

表させ、「ドリームボード」

に名前と夢を書いたカード

を貼っていく。 

・学習に参加している満足感を

もてるように、できるだけ多

くの児童の夢や日課を聞き、

ドリームボードに貼る。 

・教師のヒントや既習事 

項の振り返りで、会話の

流れを共有化していく。 

T:What の後は is だね。 

S:理由を聞くときは Why

だ！ 

T:理由を答えるときは、ま 

ず何て言えばいい？ 

S:Because！ 

T:リアクションはどんな

のがあるかな？ 

S:Nice! Good! I see!とか。  

T:Great もいいね。 

・共有化したことを元に、

相手を代えてペア活動

をする。 

S1:Hello.  

S2: Hello. 

S1:What is your dream? 

S2:My dream is a  

   Cheerleader. 

S1:Great! 

S2:I always practice 

dancing. 

S2:Why? 

S1:Because I like dancing. 

S2:I see. Thank you. 

＊交替してやり取りを続 

ける。 

・別の日課を付け加えて、

会話をする児童もいる。 

３ 本時の振り返りとあい

さつを行う。 

・ワークシートで振り返り

（Looking Back）を行う。 

・終わりのあいさつを行う。 

 

・気付きや感想を全体に広げる

ために、よい振り返りができ

ている児童は、発表させたり

紹介したりする。 

・学習の充実や次への意欲につ

なげるため、児童の具体的な

姿を挙げて、よさを認める声

かけを行う。 

・本時を振り返り、ワーク

シートに、気付きやでき 

るようになったことを 

書いて発表する。 

T:That’s all for today. 

S:Thank you. 

T:See you.  

S:See you. 

【外国語への慣れ親しみ】 

自分の夢や日課について、ど

のように尋ねたり答えたり

すればよいか考えながら、や

り取りを行っている。 



 


